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荻野道雄先生の御退職にあたって
経済学研究科委員長　橋　本　泰　明
荻野先生は、いわゆるr縫済白書』の作成元で、当時「経済企画庁」といわれていた官庁の御出
身です。この自書は正式には『年次経済報告』と呼ばれていましたが、当時から、日本経済の動き
を知る上で、絶対に欠かすことのできない、文字通り最も重要な文献になっていました。経済企画
庁という政府機関は長い間、官庁エコノミストと呼ばれる、日本の最も優れた経済学頭脳集団で、
その名の通り、単に最先端の経済理論や過去のデータの分析ばかりでなく、日本の長期経済計画を
策定する重要な税関でしたO　日本の高度成長を担った最も重要な機関が、まさにこの機関であった
といっても過言ではありません。
荻野先生は頭脳集団の一員として、昭和49年度と昭和50年度の『経済白書』で、いずれも財政
金融関係を執筆しておられます。これらの自書が出たころ、私は院生でしたので、御名前を意識せ
ずに荻野先生の著作を熟読していたことになります。現在この組織は内閣府に組み込まれていて、
いわゆる　F経済白書j　も　r年次経済財政報告』と名を変えています。
亜細亜大学の経済学都に来られてからは、経済企画庁での最先端の理論・実証両面の業積をもと
にして、 「マクロ経済学」や「El本掛斉論」など、マクロ系の専門講義を展開されましたO荻野先
生の御経歴からして、これらの授業は学生諸君にとっては極めて有益であったに遠いありません。
赴任後しばらくして荻野先生が設定された科El 「日本経済の現状と展望」では先生の幅広い人間関
係が伺え、官界や財界の著名人が毎週講師として登場していましたo御退職後の今も、荻野先生に
は外部講師としてこの科E]の存続に御協力いただいており、この科目は先生なしには十分に機能し
ない科目になっています。
私自身は、ごく最近までミクロ系の純粋理論を専門としていましたので、荻野先生とはやや分野
が異なり、当初は研究・教育面で直接お話をする機会はあまりありませんでした。経済学部の会議
の席上では、要所要所で単刀直入な発言をされ、その内容と同様、巌しいお顔つきのときが多かっ
たので「怖い」存在でした。しかし、会議を離れた雑談の場ではいつもニコニコされていて、ごく
最近になって「巌しい顔をするのは私の癖で、何も怒っているわけではないよ」と伺う機会があり、
妙に安堵したことでした。
研究科委員長にも選挙で選ばれ、就任されましたが、その間一件が持ち上がりましたOそれは、
全学の役職に付くには、事前に学部の了解が必要というルールを荻野先生がうっかりお忘れになっ
た件でした。私はこれを理由に他の教員と共に、研究科委員会-の出席を控えていましたが、荻野
先生は実に潔く、委員長の場を降りられたのでしたO昨今は、学部が旧教養部と「合併」して大き
くなったこともあり、この種のルールは無きに等しいものになって、今となっては、行き過ぎた行
動であったと反省しています。このような筋の通った潔さは、ある採用人事のかかった教授会でも
mq
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発揮されました。審査委員であられた先生は、投票の直前退席され、結局人事は流れてしまったの
でした。
ゴルフを趣味とされていたことは以前から伺っていましたが、私はゴルフクラブには触れたこと
がないので、これについて書くべきものを持ち合わせていませんが、荻野先生の広い人脈からして、
相当の腕前と思われますOごく最近になって、カラオケに同席させていただく機会が何度かあり、
先生がカラオケの名手であることを知りました。
「長」の付く立場にある者として、荻野先生の「筋を通し、潔く」という教えを、改めて肝に銘
じたいと思います。
